
令和4年度

失語症者向け意思疎通支援
者養成講座

(北海道・札幌市委託事業) 

受講生募集!! 

＜募集内容(必修基礎コース)＞

【日 程】 令和4年6月11日(土)〜9月17日(土) 

全8回 40時間

【定 員】 24名

【受 講 料】 無料

【会 場】 札幌市内

【受講資格】 失語症者の福祉に理解と熱意があり、かつ、講座
修了後に失語症者向け意思疎通支援等の活動が
できる方（令和4年4月1日時点で18歳以上）

【応募方法】 北海道言語聴覚士会ホームページまたは右記の
QRコードからお申し込みくたざい (希望者多数の
場合の選考結果は、本人にお知らせします) 

【申込期限】 令和4年5月31日(火)→6月4日（土）まで延長

失語症は、脳卒中等の後遺症によって言葉(聞く・話す・読む・書くこと) が
不自由になる症状です。そのため、失語症の方は言葉を相手にうまく伝えら
れず、コミュニケーションに苦労しています。失語症の方と社会とをつなぐ
橋渡しのお手伝いをしませんか？

『失語症者向け意思疎通支援者』とは、失語症の方の日常生活の困難さを
理解し、適切なコミュニケーションの支援技術を用いて、失語症の方が日常
生活で外出した際に他者との意思疎通を支援します。

本講座の修了後には、市町村に『失語症者向け意思疎通支援者支援者』と
して登録され、失語症の方の要請により支援を行います。

【申込み及び問い合わせ先】
一般社団法人北海道言語聴覚士会
担当：籔 貴代美
メール：shien@st-hokkaido.jp
電話：070-1253-8669

mailto:shien@st-hokkaido.jp


研修カリキュラム・日時・会場

(講義12時間・実習28時間 計40時間) 

失語症の方への支援の一例
＊会話の支援

外出や会合等に同行し、他者が話したことをわかりやすく伝えたり、失語症の方の
思いが相手に伝わるように援助して、他者とのコミュニケーションを円滑にします。

＊公共施設の利用援助
銀行・役所・郵便局などに同行して手続きなどを失語症の方でもわかるように
援助します。

日程 内容 会場

第1回
6月11日（土）
10:00〜16:20

失語症概論等講義 札幌市身体障害者福祉センター

第2回
6月25日（土）
10:00〜16:20

コミュニケーション支援技法等
講義

札幌市身体障害者福祉センター

第3回
7月10日（日）
10:00〜16:20

身体介助の方法講義及び実習 札幌市身体障害者福祉センター

第4回
7月24日（日）
10:00〜16:20

コミュニケーション支援技法実習 札幌市身体障害者福祉センター

第5回
8月6日（土）
10:00〜16:20

コミュニケーション支援技法実習 札幌市身体障害者福祉センター

第6回
8月28日（日）
10:00〜16:20

外出同行支援実習 札幌市身体障害者福祉センター

第7回
9月10日（土）
10:00〜16:20

外出同行支援実習 札幌市身体障害者福祉センター

第8回
9月17日（土）
10:00〜16:20

コミュニケーション支援技法実習 札幌市身体障害者福祉センター

※新型コロナウイルス感染症拡大等の影響により、日程及び会場については
一部変更する場合があります。

※新型コロナウイルス感染症対策として、「会場参加型研修会における感染防
止ガイドライン」に沿った下記の対策を実施します。

• 体調チェック（入室時の体温測定も実施します）
• マスク着用・手指消毒の徹底
• 消毒・換気の徹底

定員１００名の会議室を使用し、ソーシャルディスタンスを保ちます。

北海道言語聴覚士会


